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第４０回（第２７３９回） ２０２４年 ６月 第３例会 ６月２０日（木） 

[  最終例会  ] 

坂本・小池年度最終例会 
●点鐘 / 坂本研一 会長 

●R ソング /四つのテスト 唱和 

●会長挨拶 / 坂本研一 会長 

●幹事挨拶 / 小池俊輔 幹事 

●次年度会長・幹事紹介 

●次年度へのバッジ交換 

●花束贈呈 

●次年度会長挨拶 

●次年度幹事挨拶 

●委員長表彰 

●点鐘 / 坂本研一 会長 

 

司会進行：宮内 会員 

〇点 鐘 

 

 

 

 

 

輝け、ロータリアン 
あなたの笑顔が見たいから 

 いよいよ最後の会長の時間になりました。1年間をまとめてみたいと思いま
す。 

1. One Profits Most Who Serves Best 【最もよく奉仕をする者最もよ
く報われる】（第 1標語） 

この奉仕とは《あなたの笑顔が見たいから》という言葉で置き換えることが出
来ます。まだ 20代の頃職場のスキー旅行に初心者の女子が参加しました。
その子はやっとの思いでレストハウスに休憩に来ました。そこでソフトクリーム

を買うと席に着く勢いで上のクリームの部分が落ちてしまいました。どれだけ悲しい気持ちになっているのだろ
う。想像できます。私は黙って席を立ち、新しいソフトクリームを買い、そっと手渡し、後片付けをしました。後に
その子は「白馬に乗った王子様がそっと手を差し伸べてくれた」と周りの女の子に語ったそうであります。その言
葉は未だに私の心に輝く太陽のように燦然と輝いています。もう一つの標語を見てみましょう。 

2. Service above self 【超我の奉仕】（ロータリー第 2 標語） 

女王蜂は女王争いに勝つと、交尾飛行に出かけます。そこで 15匹ほどのオス蜂と交尾をして 1億ほどの精子
を蓄えます。オス蜂は交尾が終わると生殖器を引きちぎられ絶命する。それが目印となり次のオス蜂が引き寄
せられる。そして十分な精子を蓄えた女王蜂は巣に戻り 3年から 8年卵を産み続ける。これこそが究極の愛で
あり、超我の奉仕であります。しかし、とても人間界においては難しい。この場合の Service above self は、や
はり私よりも少しだけ笑顔になって欲しい、というニュアンスが宜しいと思います。ですので、この標語も《あなた



の笑顔が見たいから》に集約できると思います。本日記念品にこの保温マイカップを用意させて頂きました。是
非楽しんで頂きたいと思います。 

 

ささやけ歴史の真実 
世の中の今年のテーマは「光る君へ」であり、渋沢栄一の資本主義 profitsです。 

3. 源氏物語の紫式部は第一巻桐壺、第三章、第八段の最後に高麗人の口から「光る君」と言わしめていま

す。眉目秀麗、天才にして、天下を収める相が備わっている。いずれこの国の皇太子にとって代わる恐れも

ある。臣籍降下をした方が良いと助言をされる。すでに源氏の臣籍降下が中国由来の物であると物語って

います。 

 

４． 来月から渋沢栄一のお札が発行されます。日本人最初の株式投資をした渋沢栄一から日経平均株価の

将来を予測してみます。30年後までに 30万円を付けます。命を懸けます。 

御礼 
 1年間委員長はじめ、副会長、理事、会員の皆様には大変お世話になりました。軍隊では大将に才覚が無く

ても小隊長がしっかりしている軍隊は強いそうです。委員長さんがしっかりしていた今年の行田ロータリークラブ

は、近年にない躍動感溢れるクラブになったと思います。また、理事会運営にかかわって頂きました理事の皆さ

ん、貴重なご意見ありがとうございました。例会会場の運営に心くばって頂きました SAAや事務局員、すべての

事業にアイディア、プランニング、詳細な手配を頂いた小池幹事には感謝の言葉しかありません。皆様の多大

なるご助力のお陰で無事 1年を乗り切ることが出来ました。心からお礼申し上げます。しかし、ロータリークラブ

は本当に楽しいですね。 

 

楽しくなければクラブでは無い 

奉仕が無ければロータリークラブでは無い 

学びが無ければ行田ロータリークラブでは無い 

 

 

感謝・多謝・深謝 
2023~2024年度行田ロータリークラブ 

第 58代会長・坂本研一 

 

 
 



幹 事 挨 拶 

次年度へのバッジ交換 

 

 

 

小池 幹事 

本日は坂本・小池年度の採取例会です。１年間ありがとうございました！ 

 

 

 

   
坂本会長から大谷エレクトへ        小池幹事から清水次年度幹事へ 

 

 
新旧会長幹事 

 

 



次年度会長挨拶 

花束贈呈 

次年度幹事挨拶 

 

 

 
坂本会長、小池幹事に鈴木克枝会員、大石会員から花束が贈られました。 

１年間、お疲れ様でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今流れた登壇曲は「ビタースウィートサンバ」です。昔、ラジオでオールナイトニッポンという番

組があり、そのテーマ曲です。あの頃のなつかしさを感じます。次年度では、ロータリーを楽し

める内容にしていきます。１年間よろしくお願いします。 

 

大谷会長エレクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登壇曲は「夢で逢えたら」です。 

大谷会長を１年間支えていこうと思います。 

１年間、よろしくお願いします。 

 

 

清水次年度幹事 



委員長表彰 
 

 

 

 
委員長に会長から感謝を込めて。 

 

岡田則之公開講演会実行委員長、倉持好二郎ウクライナ・青少年・寄付委員長、小林一好白河・桑名友好委員長、碓井勝也歴史

ふれあい委員長、松岡保壮年健康・ゴルフ委員長、武笠毅読書推進委員長、坂本篤子音楽文化推進委員長、斎藤浩二ビジネス

の潮流委員長、小沢瑛職業・ＰＰ奉仕委員長、岡田則之財団・米山・選考・Ｒ情報委員長、小松和弘ＩＴ、公共イメージ向上委員長、

大野年司世界・城中友好委員長、野口一信親睦・会員歓迎委員長、宮内和広プログラム委員長、大石理恵ドネーション・出席委員

長、小川忠喜ロータリーの友委員長。 

１年間ありがとうございました。 

 

 

 
小池幹事、小林群司 SAA、若林事務局。 

１年間ありがとうございました。 

 

 

 

 



ニコニコ報告 

点 鐘 

 

 

 

 
大石ドネーション・出席委員長 

 

≪ニコニコ報告≫ 

〇小池幹事 / 皆様、一年間 ありがとうございました。 

〇大久保会員 / 坂本会長、小池幹事 ご苦労様でした。 

〇冨田会員 / 坂本会長、小池幹事 一年間お疲れ様でした。すばらしい年度でした。ありがとうございました。 

〇山本憲作会員 / ご苦労様でした。 

〇小林一好会員 / 坂本会長、小池幹事 一年間ご苦労様でした。楽しい一年間でした。 

〇福島会員 / 坂本会長、小池幹事 １年間お疲れ様でした。所用のため欠席ですが、１年間楽しませていただきました。ありがと

うございました。 

〇大野会員 / 坂本会長、小池幹事 一年間お疲れ様でした。 

〇小川雅以会員 / 多くの好き友人と最終例会を楽しむことができました。感謝。 

〇鈴木克枝会員 / 一年間お世話になりました。会長幹事委員長の皆様 お疲れさまでした。 

〇小松会員 / 坂本会長、小池幹事 一年間お疲れ様でした！！ 

〇大谷会員 / 坂本・小池両氏 ご苦労様！！ 

〇小林群司会員 / 坂本会長、小池幹事 お疲れ様でした。 

〇清水会員 / 坂本会長、小池幹事 お疲れ様でした。 

〇大石会員 / 坂本会長、小池幹事 ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 
坂本会長 最後の点鐘 

 

 

 

出席状況報告 

正会員数 55 名 

出席規定免除者 2名 

55名中 32 名出席 

出席率  58 ％ 

ニコニコ報告 

43,000円 

ドネーションボックス 

 

≪司会進行≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮内会員 



懇 親 会 

アトラクション 

 

 

 

 
乾杯 岡田直前会長 

 

 

 

 

 

   
 

 

 
行田アンサンブル協会の皆様による演奏。サックスカルテットも登場。 

 

 

 

 

 

 

≪司会進行≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口一信親睦・会員歓迎委

員長 



ゴルフ表彰式 
 

 

 

      
司会：松岡保壮年健康・ゴルフ委員長         優勝も松岡保壮年健康・ゴルフ委員長 

 

 

【参加者からの感想】 

     
山本憲作会員                        高橋会員 

 

     
  小林群司会員                       小川忠喜会員 

 

 

 

 



<<手に手をつないで>> 

 

 
新旧のソングリーダー 黒渕会員 小川忠喜会員 

 

 
 

 
 

 



 
 

 
 

 

<<締め>> 

 
冨田副会長による大締め 

 

 

 

 


